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学校における道徳教育は、児童生徒がよりよく生きるための基盤とな

る道徳性を養うため、児童生徒一人一人が将来に対する夢や希望、自ら

の人生や未来を切り拓いていく力を育むことが求められています。 

 

北海道教育委員会では、本道の児童生徒の自尊感情の醸成に向け、道

内小・中学校の協力を得て、優れた実践事例を取りまとめましたので、

各学校において、道徳教育の充実に向けた校内研修等で御活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ はじめに 
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 自尊感情の醸成に向けた各学校の各教科等における道徳教育の取組

や、家庭や地域社会との連携による取組のポイントを掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 自尊感情の醸成に向けた道徳教育の充実 

2



学校における道徳教育は、道徳科を要
として学校の教育活動全体を通じて行う
ものであり、特に道徳科は、各活動にお
ける道徳教育を補ったり、深めたり、相
互の関連を発展させたり統合させたりす
る役割を果たします。
そのため、道徳科において、各教育活
動における道徳教育で養われた道徳性が
調和的に生かされ、道徳科の特質を踏ま
えた学習を計画的、発展的に行うことが
大切です。

道徳教育の要となる道徳科１

２ 各教科等における道徳教育

道徳教育で養う道徳性は、日常生活に
おいて、物事を多面的、多角的に考え、
自らの判断により、適切な行為を選択し、
実践するなど、道徳教育の指導内容が児
童生徒の日常生活に生かされるようにす
ることが大切です。
特に、いじめ防止等の課題について、
道徳教育や道徳科の特質を生かし、道徳
性を養うことで、児童生徒が主体的に課
題に関わることができるようにしていく
ことが大切です。

日常生活等における道徳教育３

学校で行う道徳教育をより強化するた
めには、家庭や地域社会と共通理解を図
り、連携、協力することが大切です。
具体的には、学校通信や学校のホーム
ページ等で道徳教育の全体計画を示した
り、道徳教育の成果としての児童生徒の
よさや成長の様子を知らせたりするとと
もに、道徳科の授業参観や授業後に講演
会や協議会を行うことなどが考えられま
す。

４ 家庭や地域社会との連携による道徳教育

【Point】
・各教科等における道徳性を養う指導については、児童生徒が伸び伸びとかつ真剣に学習に打ち込
めるよう留意し、思いやりがあり、自主的かつ協力的な学級の雰囲気や人間関係となるよう配慮する
ことが大切です。
・道徳教育における評価については、教師が児童生徒一人一人の人間的な成長を見守り、児童生徒
自身の自己のよりよい生き方を求めていく努力を評価し、それを勇気付ける働きをもつようにすること
が求められます。

各教科等における道徳教育は、各教科
等の目標に基づいてそれぞれに固有の指
導を充実させる過程で、道徳性が養われ
ることを考え、見通しをもって指導する
ことが大切です。
例えば、特別活動では、自己のよさや
可能性を大切にして、集団活動を行おう
とする態度などを育むことが求められま
す。

･子ども同士が感謝の言葉を記し、掲示する取組
（ありがとうの木、思いやり掲示板 など）
･全教職員による児童生徒へのこまめな声掛け
･あいさつ運動 など

実
践
例

･学びのプロセスや成長を自覚すること
ができる振り返り活動
･異学年間の交流や縦割り班での活動
･成功体験等のキャリア・パスポートへ
の蓄積 など

実
践
例

･参観日における、全学年の道徳科の授
業公開
･授業参観後に道徳教育に関する講演会
や情報交換会を実施 など

実
践
例

道徳科における自尊感情の醸成に向けた
各学校の実践例については、5ページ以
降に掲載しています。

※
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自尊感情の醸成に向けた各学校の道徳科の実践例を掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 自尊感情の醸成に向けた道徳科の授業 
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登別市立鷲別小学校第１学年の実践
〔希望と勇気、努力と強い意志〕

学習活動 備考

導
入

○ これまでに「無理だ」と感じたこ
とを全員で共有する。

・１人１台端末を活用し、
「事前アンケート」を実
施する。

展
開

○ 教材を読み、つらい思いをしてい
る私について考える。（「事前アン
ケート」の活用）

◎ 「『私』は、どうして最後までがん
ばれたと思うか」について考える。

また、「『私』のように続けるため
には、どのような気持ちが大切なのか」
について多面的・多角的に考える。

○ 本時の学習を振り返り、「今後、
何をがんばりたいか」について自分
の考えを深める。

・個人の考えを１人１台端
末を活用して入力する。

・１人１台端末に入力した
自分の考えを基に交流する。

終
末

○ 友だちのがんばりたいことを聞き、
何かを最後までやり通そうとする意
欲を高める。

・ワークシートを活用する。

〔本時の展開〕
ＩＣＴ活用による効果①

端末を活用してGoogle
フォームで「事前アンケー
ト」を実施し、導入時に集
計結果をテレビに映すこと
により、児童が、他者と自
分の考えを比較しながら考
えることができるようにし
ています。

自尊感情の醸成のための工夫①
「事前アンケート」を活

用し、自分だけでなく友だ
ちの考えを知ることにより、
本時のねらいについて、自
分との関わりで捉えること
ができるようにしています。

自尊感情の醸成のための工夫②
自分ががんばりたいこと

を発表・交流することによ
り、何かを最後までやり通
そうとする意欲やその時に
大切な気持ちについて考え、
がんばり続けようとする意
欲を引き出しています。

ＩＣＴ活用による効果②
Jamboardに入力された

児童の考えを、教師が把握・
整理し、意図的に指名した
り、問い返したりしながら、
全体で共有することにより、
最後までがんばることがで
きた理由についての考えを
広げ深めることができるよ
うにしています。

〔授業の概要〕
○ 主題名：「がんばって つづける」
○ ねらい：一生懸命練習してうんていができるようになった「わたし」の姿を通して、何かを最後までやり通すにはどのよ

うな気持ちが大切かを考えさせ、諦めずに努力し続けようとする実践意欲と態度を育てる。
○ 教材：「やれば できるんだ」（光村図書「どうとく１ きみが いちばん ひかるとき」）

上ノ国町立上ノ国小学校第２学年の実践
〔個性の伸長〕

学習活動 備考

導
入

○ 教材の題名を確認し、「自分
のいいところ」について振り返る。

・全員が簡単に振り返るこ
とができように、２択で
意思表示する。

展
開

○ 教材を読み、「りえ」が思っ
ていることについて話し合う。

◎ 「りえ」の気持ちを自分事と
して考えることを通して、先生
の声掛けで「りえ」が自分のよ
い所を見付けたことやその時の
喜びに気付く。

○ 本時のねらいを確認するとともに、
本時の学習を基に、自分のよい
所について振り返る。

・ペアで考えを交流する。

・クラウドサービスを活用
して考えを共有する。

・自分の考えやよいと思っ
た友だちの考えを発表する。

・教室に掲示している友だ
ちから伝えられた自分の
よい所も参考にしてよ
いことを伝える。

終
末

○ 今後の「きらぼし」の取組につい
て確認し、自分や友だちのいいとこ
ろを見付けようとする意欲を高める。

・帰りの会で行っている、
友だちのよい所を見付け
る活動で発表する人数を
増やしていくことを伝える。

〔本時の展開〕
ＩＣＴ活用による効果①

自分の考えを書いた児童
は、随時、端末で写真を撮
り、クラウドサービスの
ファイル共有機能を活用し
て、友だちの考えを確認す
ることにより、自分と友だ
ちの考えを比較しながら、
多面的・多角的に考えられ
るようにしています。

自尊感情の醸成のための工夫①
教材の題名から、自分の

よい所を「思い付く」、
「思い付かない」の２択で
全員が選択、挙手すること
により、本時のねらいを自
分との関わりで捉えることが
できるようにしています。

自尊感情の醸成のための工夫②
これまで行ってきた、友

だちのよい所を見付ける活
動との関連を図り、日常生
活と関連付けながら振り返
りを行うことにより、自他
のよい所を見付けようとす
る意欲を引き出しています。

〔授業の概要〕
○ 主題名：「自分の いいところ」
○ ねらい：自分のよい所を考えることを通して、周りの人の声掛けで自分のよい所が見付かることがあることや、よい所が見

付かると嬉しい気持ちになることに気付き、自分のよい所を見付けていこうとする実践意欲と態度を養う。
○ 教材：「いいところ みいつけた」（日本文教出版「小学どうとく 生きる力 ２」）

ＩＣＴ活用による効果②
教師は、クラウドサービ

スで共有した児童の考えを
基に、意図的な指名や問い
返しを行うことにより、他
者理解等を一層深めること
ができるようにしています。
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砂川市立砂川小学校第３学年の実践
〔個性の伸長〕

学習活動 備考

導
入

○ 自分らしさとはどのようなこ
とかを考える。

○ 自分のよさについて考える本時の
課題を把握する。

・日常で見られる児童のよさ
を意図的に取り上げ、全体
で共有する。

展
開

○ 自分の個性や特徴に気付き、
長所を伸ばすことについて、多
面的・多角的に考える。

○ これまで以上に視野を広げ、他者
の多様な個性や生き方に触れる。

◎ 改めて、自分の特徴に気付き、長
所を伸ばしていこうとする意識を高
めていく。

・１人１台端末を活用して、
映像を見る。

・Jamboardを活用して、登場
人物のよさを考え、共有す
る。

・自分らしさについて、考えを深
める。

終
末

○ 友だちとの交流の中で、互いを認
め合い、高め合える場を設定する。

○ 自分のよさを日常生活で生かせる
場面を考えることを通して、長所を
さらに伸ばしていこうとする意欲を
引き出す。

・Jamboardを活用して、より
多くの友だちのよさを記入
する。

・共有された内容を参考に、
自分のよさが生かせる場面
を具体的に想起する。

〔本時の展開〕 ＩＣＴ活用による効果①
端末を活用して、

本教材において取り
扱う偉人についての
映像を視聴すること
により、教材につい
てより深く理解し、
自分事として考えて
いくことができるよ
うにしています。

自尊感情の醸成のための工夫①
日常の場面を具体的に想

起させることにより、自分
のよさに気付かせることが
できるようにしています。

自尊感情の醸成のための工夫②
多様な考えを交流させる

ことにより、自分のよさに
ついて多面的・多角的に捉
えることができるようにし
ています。 ＩＣＴ活用による効果②

友だちのよさを全
員が端末で記入・閲
覧できるようにする
ことにより、友だち
の新しい一面を再発
見したり、友だちと
自分の違いに気付い
たりすることができ
るようにしています。

〔授業の概要〕
○ 主題名：「自分のよさを知ろう」
○ ねらい：自分では気付かなかった自分らしさについて話し合うことを通して、自分らしさを見付けて伸ばしていくことの

大切さに気付き、自分の個性をさらに伸ばそうとする心情を育てる。
○ 教材：「ぼくらしさってなんだろう」（教育出版「小学どうとく３ はばたこう明日へ」）

自尊感情の醸成のための工夫③
友だちから見た自分のよ

さを聞いたり、自分自身を
深く見つめたりさせること
により、自分のよさを実感
し、日常生活の中で生かし
ていこうという意欲を引き
出しています。

帯広市立啓北小学校第４学年の実践
〔友情・信頼〕

学習活動 備考

導
入

○ 自分の考えや思いの現在の位置を
示す「ポジショニング」を用いて、
「友だち」とのよりよい関係の在り
方について、明らかにする。

・事前アンケートや「ポジ
ショニング」の結果を
１人１台端末を活用して
提示する。

展
開

○ 教材を読み、役割演技を通して、
よりよい友だち関係について多面的・
多角的に考える。

○ 導入で明らかにした自分の考えと
比べ、現段階のポジショニングを再
考する。

◎ 友だちと自分との関わりについて、
よりよい友だち関係を作っていくた
めに大切にしたいことを考える。

・１人１台端末に自分のポ
ジショニングとその理由
を入力し、交流させる。

終
末

○ 本時を振り返り、よりよい友だち
関係を作る際に大切にしたいことに
ついて考えを深め、さらに友だち関
係を深めていこうとする意欲を高める。

〔本時の展開〕
ＩＣＴ活用による効果①

端末を活用して自分の考え
を入力し、集計結果を可視化
することにより、児童が短時
間で他者と自分を比較しなが
ら、「よりよい友だち関係」
について考えるとともに、ク
ラス全体の傾向を把握できる
ようにしています。

自尊感情の醸成のための工夫①
個人だけでなく、クラス

全体の結果を提示し、対比
することにより、本時のね
らいについて、自分との関
わりで捉えることができる
ようにしています。

自尊感情の醸成のための工夫②
ポジショニングを再考し、

周りの友だちの多様な考え
を知ることにより、よりよ
い友だち関係について考え
を深めることができるよう
にしています。

ＩＣＴ活用による効果②
教師が、端末に入力され

た児童の考えを把握・整理
し、意図的に指名したり、
問い返したりしながら、全
体で共有することにより、
児童が「よりよい友だち関
係」についての考えを一層
広げ深めることができるよ
うにしています。

〔授業の概要〕
○ 主題名：「よりよい友だち関係」

○ ねらい：友だちと互いに信頼し合い、助言し合いながら、友情を深めていこうとする実践意欲と態度を育てる。

○ 教材：「大きな絵はがき」（東京書籍「新しいどうとく４」）
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鹿追町立鹿追小学校第５学年の実践
〔礼儀〕

学習活動 備考

導
入

○ 普段の自分の挨拶について振
り返る。

展
開

○ 教材を読み、時と場に応じた
挨拶について、多面的・多角的
に考える。

◎ 挨拶のもつよさや意義につい
て、捉え直す。

○ 捉え直したよさや意義につい
て共有することを通じて、考え
を深める。

・個人の考えを１人１台
端末を活用して入力する。

終
末

○ 共感した友人の考えを推薦す
る形で紹介し、自分の挨拶をよ
りよくしていこうという意欲を
高める。

○ 教師の説話を通して、自分の
一日の生活の中にある礼儀を見
直す機会とする。

・端末に入力した自分の
考えを基に話し合う。

〔本時の展開〕
ＩＣＴ活用による効果①

端末を活用して自分の考
えを入力し、他者と考えを
共有することにより、互い
の考えを比較しながら、
「礼儀」についての考えを
実感できるようにしていま
す。

自尊感情の醸成のための工夫①
礼儀が行為として表れな

い難しさについて触れるこ
とにより、本時のねらいに
ついて、自分との関わりで
考えられるようにするとと
もに、自分を肯定的に受け
止められるようにしていま
す。

自尊感情の醸成のための工夫②
友人からの推薦を受け、自

分では気付かなかった挨拶へ
の身構えのよさに気付いたり、
自分の挨拶を振り返ったりす
ることにより、心の込もった
接し方への意欲を引き出して
います。

ＩＣＴ活用による効果②
教師が、端末に入力され

た児童の考えを把握・整理
し、全体で共有することに
より、「礼儀」についての
一人一人の考えを広げ深め
ることができるようにして
います。

〔授業の概要〕
○ 主題名：「挨拶の大切さ」

○ ねらい：相手の立場や気持ちを考えて、礼儀正しく心の込もった接し方をしようとする実践意欲と態度を育てる。

○ 教材：「オーストラリアで学んだこと」（東京書籍「新しい道徳５」）

釧路市立鶴野小学校第５学年の実践
〔家族愛、家庭生活の充実〕

学習活動 備考

導
入

○ 家族に対する自分の思いや願いに
について考える。

・１人１台端末に家族に対
する自分の思いや願いを
入力する。

展
開

○ 教材を読み、おじいちゃんにたく
さん話しかけるあかりさんについて
話し合い、多面的・多角的に考える。

◎ 家族や家庭生活を大切にすること
について、これまでの自分の経験や
そのとき感じたこと、考えたことと
照らし合わせながら考えを深める。

○ 家族のために自分ができることに
ついて考えを深める。

・１人１台端末に自分の考
えを入力し、入力したこ
とを基に自分の考えを伝
え合う。

・児童全員の考えを可視化
し、友だちの考えの中で
納得したことや共感した
こと、考え方の違い等を
端末に入力する。

終
末

○ 家族の信頼関係について触れ、家
族の一員としての自分の役割を自覚
し、家族のために積極的に役に立と
うとする意欲を高める。

・家族の信頼関係に係る教
師による説話を行う。

〔本時の展開〕
ＩＣＴ活用による効果①

端末を活用して入力する
ことにより、積極的に発言
する児童だけではなく、人
前で発言することを苦手と
する児童も、家族に対する
自分の正直な気持ちを表現
できるようにしています。

自尊感情の醸成のための工夫①
他者との交流を通して、

考え方の違いに気付かせる
ことにより、自他の考えの
よさに気付いたり、自分の
考えに自信をもったりする
ことができるようにしてい
ます。

自尊感情の醸成のための工夫②
家庭生活の中で、家族の

幸せのために行動している
ことや、これからできるこ
となどを表現させることに
より、自分が家族の役に立
てていることを実感できる
ようにしています。

〔授業の概要〕
○ 主題名：「家族の幸せのために」

○ ねらい：父母、祖父母を敬愛し、家族の幸せを求めて、進んで役に立とうとする実践意欲と態度を育てる。

○ 教材：「わたしにできることを」（教育出版「小学道徳５ はばたこう明日へ」）

ＩＣＴ活用による効果②
端末の共有機能を活用し、

全員の考えに触れさせるこ
とにより、家族に対する自
分の思いや願い、自分に対
する家族の思いや願いにつ
いて、多面的・多角的に考
えられるようにしています。
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旭川市立東光小学校第６学年の実践
〔希望と勇気、努力と強い意志〕

学習活動 備考

導
入

○ 挑戦しようとした経験や達成でき
たとき、諦めそうになった時の思い
を振り返る。

展
開

○ 教材を読み、心に残った場面につ
いて話し合う。

○ 教材文から、困難に立ち向かう人
たちの思いに気付く。

◎ 「諦めないよさ」について、多面
的・多角的に考える。

・教科書本文に線を引き、
上村さんやじゃがいも、
応援してくれる人たちの
思いに気付かせる。

・ワークシートに考えを記
入し、記入した考えは、
１人１台端末を活用し、
児童全員の意見を可視化
できるようにする。

終
末

○ 本時の学習を振り返り、今後の生
活や諦めそうになったときの自分へ
の言葉を考える。

・ワークシートに、本時の
振り返りを記入する。

〔本時の展開〕
ＩＣＴ活用による効果①

端末を活用して考えを集

めることにより、教師がク

ラス全員の意見を素早く確

認し、教師の意図的な指名

により、クラス全体の考え

が深まるようにしています。
自尊感情の醸成のための工夫

導入時の自分自身の思い

と比較し、自分のよさに気

付かせることにより、「諦

めずにがんばろう」「失敗

しても、チャレンジしてみ

よう」など、今後の生活に

向けて、前向きに努力しよ

うとする心情をもたせるよ

うにしています。

〔授業の概要〕
○ 主題名：「あきらめない心」
○ ねらい：難しいことを諦めるのではなく、難しいからこそがんばろうとする上村さんの姿を通して、自分のなりたい姿に

向けて挑戦しようとする心情を養う。
○ 教材：「上村さんのちょうせん ーひさい犬と共にー」（日本文教出版「小学道徳 生きる力６」）

ＩＣＴ活用による効果②

端末を活用して意見を集

め、児童が互いの意見を見

合うことにより、多様な考

えに気付かせるようにして

います。

蘭越町立蘭越小学校第６学年の実践
〔個性の伸長、感謝〕

・学習活動 〇主な発問 ◎中心的な発問 ★評価 ・備考

導
入

・前時の学習を振り返る。
・徳川家康のイメージを共有する。
・本時のテーマ「自分の短所」を確認する。

・前時に行ったアンケート結
果を公表し、自分の長所や短
所を書き出しておく。

・「長所よりも短所を自覚し
ている人が多いこと」「山
中伸弥先生は長所を生かし
ていたこと」を振り返る。

展
開

・教材文の範読（Ｐ153～）を聞く。
〇「この絵の徳川家康はどんなことを考え

ていると思いますか。」
〇「自分だったら失敗したときの絵を常に

置き続けますか。」
〇「徳川家康はなぜ、絵をそばに置き続け

たのでしょうか。」
◎「もし、短所を克服することができたら、

どんな自分になっていると思いますか。」
○「友だちの考えを見てみましょう。」
・友だちの考えを読む。

・「置く」「置かない」「そ
の他」の選択肢を与えて考
えさせる。

★「しかみ像」の絵をそばに
置き続けた徳川家康の気持
ちを考えることを通して、
自分の短所と向き合い、短
所を克服した後の自分の姿
やよさを具体的に想像して
いる。

終
末

・学習を振り返る。
〇『今日の学習を振り返りましょう。』

★自分の長所、短所を見つめ
直し、今後の生活をよりよ
いものにしようとしている。

〔本時の展開〕
ＩＣＴ活用による効果①

前時に行ったアンケート結
果をまとめ、一覧にして提示
することにより、多くの児童
が自分の短所を自覚している
ことを実感することができる
ようにしています。

自尊感情の醸成のための工夫①

短所が理由で大きな失敗を

してしまったことを捉えさせ

ることにより、誰にでも短所

はあり、自分なりに改善を図

ろうとすることの大切さにつ

いて児童が気付けるようにし

ています。

自尊感情の醸成のための工夫②

自分の短所を克服した後の

姿を具体的にイメージするこ

とにより、児童が自分の将来

や近い未来に対して前向きな

気持ちをもてるようにしてい

ます。

ＩＣＴ活用による効果②
友だちの考えを互いに閲

覧できるようにすることに
より、児童が自分の考えを
深めたり広げたりできるよ
うにしています。

また、具体的に自分の姿
をイメージできている児童
を意図的に指名して、その
考えを全体に共有できるよ
うにしています。

〔授業の概要〕
○ 主題名：「短所を改め長所を伸ばす」
○ ねらい：家康が「しかみ像」といわれる絵を描かせ、自分のそばに置いた理由や自分だったら家康と同じような行動をするかを話し

合うことを通して、自分の短所を自覚して改めることの大切さに気付かせ、短所を改めていこうとする実践意欲を育てる。
○ 教材：「しかみ像」にこめられた思い（教育出版「小学道徳６ はばたこう明日へ」）
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八雲町立八雲中学校第１学年の実践
〔自主、自律、自由と責任、友情、信頼、よりよく生きる喜び〕

学習活動 備考

導
入

１ 自身を振り返り、問題意識をもつ。
○ 「誠実な人ってどんな人？」

・嘘をつかない ・真面目
・心がきれい

・数名に理由を含めて発表させた後、
「どうしたら誠実な人になれるだろ
う？」と問い、本時の課題につなげる。

展
開

２「裏庭でのできごと」を読んで考える。
○ 教師の範読を聞く。
○ 「健二は誠実ですか？」

・誠実だと思う。
・はじめは誠実じゃないけど、途中から誠

実な人になった。
◎ 「健二を職員室に向かわせたものは何で

すか？」
・自分がしてしまったことへの責任
・叱られても仕方がないという気持ち
・弱い心に打ち克つ強い心
・良心 ・プライド（誇り）
・罪悪感

・３人の登場人物の状況をパワーポイン
トを使って説明した後に範読する。

・スプレッドシートを使って回答させ、
全体で共有する。

・構造的に板書し、考えを類型化する。
・問い返しを行い、誠実な生き方を支え

ているものは何かを明らかにさせる。
★ 自分と違う立場や感じ方、考え方を

理解しようとしている。（観察）

終
末

３ よりよい生き方への思いや願いを深める。
○ 今日の学習で考えたこと、感じたことを

書く。

★ 現在の自分自身を振り返り、自らの
行動や考えを見直している。（ワーク
シート）

〔本時の展開〕 ＩＣＴ活用による効果①
パワーポイントを使って、

範読前に登場人物の特徴をイ
ラストや文で示し、生徒があ
らすじや登場人物の心情を理
解しやすくすることにより、
発問の精選につながるように
しています。

自尊感情の醸成のための工夫①
生徒同士、生徒と教師が対

話する場面を設定することに
より、異なる考えを認め合い、
大切にすることのよさを実感
できるようにしています。

自尊感情の醸成のための工夫②
健二を職員室に向かわせた

ものは何かについて考えるこ
とにより、弱さから逃げない
ことが自分の誇りを守ること
や自信につながることなどに
気付き、誠実に生きようとす
る心情を養うようにしていま
す。

〔授業の概要〕
○ 主題名：「誠実な生き方」
○ ねらい：健二を職員室に向かわせたものは何かを考えることを通して、弱さから逃げないことが自分の誇りを守ることや

自信につながることなどに気付き、誠実に生きようとする心情を養う。
○ 教材：「裏庭でのできごと」（教育出版「中学校道徳１ とびだそう未来へ」）

誠実な人になるための考え方を見付けよう

自尊感情の醸成のための工夫③
丁寧な声がけや傾聴、生徒

のつぶやきを拾うことにより、
生徒に安心感をもたせ、自己
や他者を尊重しようとする態
度や自尊感情を高めることに
つながるようにしています。

ＩＣＴ活用による効果②
スプレッドシートを使うこ

とにより、全員の考えをリア
ルタイムで表示し、多様な考
えを共有できるようにしてい
ます。

また、短時間で共有するこ
とにより、話合いの時間を十
分に確保できるとともに、教
師や生徒は気になる意見に質
問し交流することにより、誠
実になるための考え方を多面
的・多角的に考えることがで
きるようにしています。

乙部町立乙部中学校第１学年の実践
〔勤労〕

学習活動 備考

導
入

○ 事前アンケートの結果を見る。
➀ 学校で過ごす中で、友だちに助

けられたことはありますか？
② ➀で「ある」と答えた人に質問

です。それはどんな場面ですか？
③ 「働く」とはどういうことです

か？

・クラウドサービスのアン
ケート機能を活用し、事
前にアンケートを行う。

展
開

○ 教材を読み、「僕」の変化を確認
する。

◎ 「僕」が「社会の役に立つ職業に
就きたい」と決意したのは、どんな
思いからなのかについて考える。

・クラウドサービスの
チャット機能を使用して
考えを交流する。

・他者の考えに対し、コメ
ントを返し、生徒同士で
相互評価をする。

終
末

〇 人はなぜ働くのか。
〇 「働く」とはどういうことか。
〇 振り返りを記入する。

・クラウドサービスのアン
ケート機能を活用し、導
入時と比べる。

〔本時の展開〕

ＩＣＴ活用による効果①
クラウドサービスのアン

ケート機能を活用し、「働
くとはどういうことか」に
ついて回答し、テキストマ
イニングで可視化すること
により、導入と終末で生徒
の思考がどのように変化し
たのかを見取ることができ
るようにしています。

自尊感情の醸成のための工夫①
付箋で様々な考えを挙げ

させ、その考えに対して他
の生徒がコメントをするな
ど、多様な考え方に触れさ
せることにより、自分の考
えのよさに気付き、自分の
考えを表現しようとする意
欲を引き出すようにしてい
ます。

自尊感情の醸成のための工夫②
「人はなぜ働くのか」に

ついて考えることにより、
これから自分がどのように
生きていくかを考えるきっ
かけとなるようにしていま
す。また、事前アンケート
を振り返り、自分が学校生
活の中で誰かの役に立って
いるということに気付くこ
とがでるようにしています。

ＩＣＴ活用による効果②
ホワイトボード機能を活

用し、他の生徒と考えを共
有することにより、自分の
考えを広げ、深めることが
できるようにしています。

〔授業の概要〕
○ 主題名：「働くことの尊さ」

○ ねらい：社会に存在する職業それぞれの尊さや意義を理解し、将来、働くことで社会に貢献しようとする実践意欲と態度を育てる。

○ 教材：「役に立つことができるかな」（日本文教出版「中学道徳 あすを生きる１」）
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帯広市立帯広第二中学校第２学年の実践
〔よりよく生きる喜び〕

学習活動 備考

導
入

○ 前回の振り返りコメントを共有す
ることにより、自分のもつ心の弱さ
について振り返る。

・１人１台端末を活用した
振り返りを共有する。

展
開

○ 教材を読み、心の中にある弱さと
気高さについて、多面的・多角的に
考える。

◎ 弱さと向き合うことを通じて、自
分を信じて生きることについて、自
分との関わりで考える。

○ 自分との関わりで考えたことにつ
いて共有することを通じて、考えを
深める。

・自分の立場を１人１台端
末を活用して入力し、
共有する。

・端末に入力した自分の考
えを基に、話し合う。

終
末

○ 自分の心の弱さとどう向き合うべ
きかを考えることで、自分を信じて
生きることへの意欲を高める。

・ワークシートに、振り返
りを記入する。

〔本時の展開〕
ＩＣＴ活用による効果①

端末を活用して同内容項
目の前時における学習内容
をクラス全体で振り返るこ
とにより、生徒が本時の学
習課題について焦点化でき
るようにしています。

自尊感情の醸成のための工夫①
同内容項目の前時におけ

る振り返りを活用すること
により、誰もがもつ心の
「弱さ」について、自分と
の関わりで考えられるよう
にするとともに、自分を肯
定的に受け止められるよう
にしています。

自尊感情の醸成のための工夫②
自分の弱さと向き合う際

に大切にしたいことや、目
指す生き方について、自分
事として考えることにより、
自己を肯定し、よりよく生
きようとする意欲を引き出
すようにしています。

ＩＣＴ活用による効果②
教師が、端末に入力され

た生徒の考えを把握・整理
し、全体で共有及び意図的
な生徒のグルーピングを行
うことにより、生徒は「よ
りよく生きる喜び」につい
ての考えを一層広げ深める
ことができるようにしてい
ます。

〔授業の概要〕
○ 主題名：「自分を信じて生きるとは･･･」

○ ねらい：人間として誇りをもって生きていこうとする実践意欲を育てる。

○ 教材：「本当の私」（東京書籍「新しい道徳２」）

羅臼町立知床未来中学校第２学年の実践
〔向上心、個性の伸長〕

学習活動 備考

導
入

○ 最後までやり抜いた経験、途中で
やめてしまった経験を想起する。

○ 何かを途中でやめてしまったとき、
どのような思いだったかを引き出し、
共感する。

・１人１台端末でアンケー
トに回答し、途中でやめ
てしまった経験がある生
徒もいることを知る。

展
開

〇 主人公が部活をやめて落ち込んで
いる気持ちや自分の姿の「理想と現
実のギャップ」に悩む姿に共感する。

◎ 自己を見つめ、自分らしさを追い
求めた主人公を「支えた考え方」に
気付く。

○ 自分らしい生き方をするために大
切なことを考え、交流し、他者の
意見から、自分に合った考えを見付
け、思考を広げたり深めたりする。

・プリントに記入した内容
を１人１大端末で撮影し、
学習支援ソフトを活用し
て提出する。

終
末

○ 授業の振り返りを記入しながら、
気付きを得たり考えを深めたりする。

〔本時の展開〕
ＩＣＴ活用による効果①

１人１台端末を活用して
集計結果を可視化すること
により、周囲の生徒も自分
と同じような経験をしてい
ることや、自分には経験が
なくても他の生徒が経験し
ていることだということを
知ることにより、自分事と
して考えられるようにして
います。

自尊感情の醸成のための工夫①
何かを途中でやめてし

まったり、今やっているこ
とを続けるのが辛いと感じ
たりするなど、同じ悩みを
抱えている生徒が自分以外
にもいることを認識するこ
とにより、人間らしさを表
すことであることに気付き、
人間理解を深めるようにし
ています。

自尊感情の醸成のための工夫②
新たな出会いに向かおう

とする姿勢の大切さやよさ
に気付くことにより、最後
までやり切ろうとする意欲
を引き出すとともに、小さ
なことでも挑戦しようとい
う意欲を引き出すようにし
ています。

ＩＣＴ活用による効果②
学習支援ソフトを活用し

て提出することにより、全
員の回答を即座に共有し、
交流の時間を確保するとと
もに、短時間で多くの考え
に触れられるようにしてい
ます。

〔授業の概要〕
○ 主題名：「 『今』を生きる私のために」
○ ねらい：自己を見つめ、自己の向上を図るとともに、自分の良さを生かし、伸ばしていく充実した生き方を追求する

実践意欲と態度を育てる。
○ 教材：「私は十四歳」（東京書籍「新しい道徳２」）
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学習活動 備考

導
入

○ 友だちと喧嘩した経験を振り返り
交流することを通して、自分だけが
嫌な思いをしている訳ではないこと
に気付く。

・１人１台端末を活用し、
Google フォームに自分
の経験を回答する。

展
開

○ 教材を読み、登場人物のメッセー
ジアプリのやり取りで不適切だった
部分や、すれ違いが生じた原因につ
いて考え、交流することを通して多
面的・多角的に考える。

◎ 登場人物それぞれの立場を理解し、
譲歩したり、互いに配慮し合ったり
することの大切さについて、自分と
の関わりで考える。

・個人の考えを１人１台端
末を活用し、Googleジャ
ムボードに入力して、互
いの考えを共有する。

・自分の経験やそのときの
感じ方、考え方と照らし
合わせながら、考えを深
める。

終
末

○ 本時の学習を振り返り、友情につ
いて考えたことをワークシートに書
くことを通して、友情を深めようと
する意欲を高める。

・導入における質問と関わ
らせながら、本時で考え
たことをまとめる。

〔本時の展開〕 ＩＣＴ活用による効果①
１人１台端末を活用し、

Googleフォームに自分の経験を
回答させ、集計結果をグラフ
で可視化して提示することに
より、他者と自分の経験を比
較しながら考え、本時で考え
させたい道徳的価値へ方向付
けをしています。

自尊感情の醸成のための工夫①
誰にでも失敗したことや悲し

い思い出があり、自分だけが嫌
な思いをしている訳ではないこ
とに気付くことにより、本時の
ねらいについて、自分との関わ
りで捉えることができるように
しています。

自尊感情の醸成のための工夫②
登場人物それぞれの立場を

理解し、どうすれば友情を深
めることができるかについて
交流することにより、考えを
深めたり、広げたりするなど、
道徳的価値を多面的・多角的
に考えることができるように
しています。

ＩＣＴ活用による効果②
個人の考えを1人１台端末

を活用し、Googleジャムボード
に入力させ、共有することに
より、生徒は多様な考えに触
れ、考えを広げさせるほか、
教師による意図的な指名や問
い返しにより、ねらいとする
道徳的価値についてさらに深
く考えることができるように
しています。

〔授業の概要〕
○ 主題名：「情報モラルと友情」
○ ねらい：登場人物５人の考え方や立場を基に、友情を深めるために大切なことについて考えることを通して、自ら友情を

大切にし、育てようとする実践意欲や態度を育てる。
○ 教材：「ゴール」（東京書籍「新しい道徳２」）

稚内市立稚内南中学校第２学年の実践
〔友情、信頼〕

自尊感情の醸成のための工夫③
多様な価値観に触れること

により、自分にとってより確
かな考えをもてるようにして
います。

北見市立東相内中学校第３学年の実践
〔自主、自律、自由と責任〕

学習活動 備考

導
入

○ 過去の経験の中で、間違った「判断
や行動」をしてしまったことについて
振り返る。

・隣のペアと対話する。

展
開

○ 教材を読む。
〇 自分が悩む手品師の立場なら、友人

からの電話に対してどのような判断を
するか考える。

◎ 役割演技を行い、よりよい判断につ
いて多面的・多角的に考えを深める。

A 受話器を持ちながら悩む手品師
B 男の子の所へ行くと判断した手品師
C 劇場に行くと判断した手品師
D 聴衆（中立的立場）

・１人１台端末で教材を共
有する。

・１人１台端末を活用して
個人の考えを全体で共有
する。

・班ごとにA～Dの役割を決
め、それぞれの立場を踏
まえて考えたことについ
て議論する。

終
末

○ 「よりよい判断」をする際に、どん
なことを大切にするかについて振り
返り、今後の生活に生かそうとする
意欲を高める。

・１人１台端末に入力して
教師へ提出する。

・記入後は他の生徒の感想
を読む。

〔本時の展開〕
ＩＣＴ活用による効果①

物語についての挿絵や
図を画面共有することに
より、視覚的な理解がで
きるように配慮するとと
もに、板書等でまとめる
際の時間を短縮できるよ
うにしています。

自尊感情の醸成のための工夫①
生徒が記入した考えの理

由を尋ねる際に、考えのよ
さを肯定的に受け止めなが
ら取り上げることにより、
個々の考えを尊重する風土
の醸成を図ることができる
ようにしています。

自尊感情の醸成のための工夫②
生徒の振り返りの時間を

十分に確保し、本時のねら
いとする内容項目に関わる
記述を肯定的に捉えて交流
を図ることにより、考えた
ことを今後の生活に生かそ
うとする意欲を引き出して
います。

ＩＣＴ活用による効果②
ファイル共有機能を活

用し、自分と他者の考え
を比較することにより、
生徒は「よりよい判断」
についての考えを深める
ことができるようにして
います。また、教師は、
生徒の思考した内容を
データで蓄積することに
より、授業改善に生かす
ことができるようにして
います。

〔授業の概要〕
○ 主題名：「よりよい判断とは」
○ ねらい：子どもとの約束を守り抜いた手品師の物語を通して、「誠実」について考えさせ、自主性や自律性をもち、自由

と責任を引き受けて生きていこうとする判断力を育てる。
○ 教材：「手品師」（光村図書「中学道徳３ きみが いちばん ひかるとき」）
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羽幌町立羽幌中学校第３学年の実践
〔相互理解、寛容〕

学習活動 備考

導
入

○ 外見だけで差別をしたことや偏見
をもったことがあるか考える。

・１人１台端末を活用し、
アンケートに答える。

・ワークシートに理由を記
入する。

展
開

◎ もし自分が藤井さんだったら、友
だちの一言をきっかけに、生き方や
考え方を変えることができるかにつ
いて、自分との関わりで考える。

○ 藤井さんの生き方や考え方からど
んなことを学んだか自分事として考
える。

・１人１台端末を活用し、
アンケートに答える。

・ワークシートに理由を記
入する。

・数名指名し、考えを共有
する。

終
末

○ 差別や偏見のない社会を築いてい
くために大切なことは何かについて
考えを深める。

・個人の考えをワークシー
トや１人１台端末のホワ
イトボード機能を活用し
て記入する。

〔本時の展開〕
ＩＣＴ活用による効果①

アンケート結果を即時、
グラフで表示することによ
り、友だちの考えに興味が
わくようにしています。ま
た、互いの考えを可視化す
ることにより、学級全体の
状況を瞬時に把握すること
ができ、自分の考えと比べ
ながら友だちの考えを聞く
ことができるようにしてい
ます。

自尊感情の醸成のための工夫①
端末のリアクション機能

を使って一人一人が意見を
示すことにより、自分の意
見が受け入れられているこ
とや認められていることを
感じることができるように
しています。

ＩＣＴ活用による効果②
端末を見ながら友だちと

交流することにより、自分
の考えを広げたり深めたり
することができるようにし
ています。

〔授業の概要〕
○ 主題名：「よりよい社会の実現」
○ ねらい：筆者の体験について考えることを通して、それぞれの個性や立場を尊重し、寛容な心をもって相互に理解し、

謙虚に他に学び、自らを高めていこうとする実践意欲と態度を育てる。
○ 教材：「あなたは顔で差別をしますか」（教育出版「中学道徳３ とびだそう未来へ」）

自尊感情の醸成のための工夫②
友だちの考えを見たり、

聞いたりして、心が動いた
考えや、その時の自分の気
持ちをメモしながら友だち
と交流することにより、相
互理解につながるようにし
ています。

浦河町立浦河第一中学校第３学年の実践
〔思いやり、感謝、よりよい学校生活、集団生活の充実〕

学習活動 備考

導
入

○ 日本人サポーターのゴミ拾いの
ニュースから「礼儀」について想起する。

・実際のニュースの映像を
活用する。

展
開

○ 教材を読み、校長先生の行動に対
して肯定、否定、どちらとも言えな
い立場に立って考える。

○ 意見交流で出された否定的な意見
から「礼儀正しい」とは何なのか、
全体で改めて見つめ直す。

◎ 礼儀正しい行動がもたらすことを
全体で交流し、普段から自然とでき
ていることに気付かせ、「礼儀」を
客観的に考える。

・自分の考えを入力した１
人１台端末を持ち、学級
内を立ち歩いて交流し、
自分が気になった意見や
印象に残った言葉を、１
人１台端末にメモする。

・一斉に表示した学級全員
の意見から、授業者が、

ならいの達成に向けて効
果的と考えられる意見を
選び、生徒に発表させる。

終
末

○ 本時で考えたことを振り返る。

〔本時の展開〕
ＩＣＴ活用による効果①

本時のねらいを踏まえて、
注目する点に触れながら、
サッカーワールドカップに
おける日本人の行動を報道
した海外のニュース動画を
視聴することにより、礼儀
について、主体的に考えら
れるようにしています。

自尊感情の醸成のための工夫①
考えを短時間で交流する学

習活動を設定し、礼儀につい
て立場を明確にして考えを伝
え合うことにより、他者の思
いや考えを受け止め、互いに
認め合うことができるように
しています。

自尊感情の醸成のための工夫②
学級全員の考えを一斉に表

示し、表示された少数派の意
見も教師が意図的に取り上げ、
全体に共有したりするなど、
生徒一人一人の考えを大切に
することにより、生徒の自尊
感情が醸成されるようにして
います。

ＩＣＴ活用による効果②
端末を活用し、自分の考

えを分類して色分けしなが
ら入力することにより、自
分の立場を明らかにし、考
えの違う他者と交流するこ
とが容易になり、「礼儀」
についての考えを一層広げ
深めることができるように
しています。

〔授業の概要〕
○ 主題名：「礼儀の意義」

○ ねらい：授業を通して礼儀を理解し、他者との関わりの中で自主的に実践しようとする態度を育てる。

○ 教材：「校長先生の模擬面接」（教育出版「中学道徳３ とびだそう未来へ」）
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